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21.82歳(SD = 3.49)、女性23.28歳(SD = 4.37)、対象















































均値 ± 0.50SD 内に属する数値(6～8 点)を中群、平均
値 －0.50SD以下の値に属する数値(1～5点)を低群に
属するデータとした。なお、分析には、統計処理ソフト






















の結びつき(r = .45, p < .001)」、「母子の結びつき」と「父






Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
青年の認知する父親の 青年の認知する母親の持つ父親の
非好意的イメージ(α=.90) 非好意的イメージ(α=.91)
楽しい―苦しい .91 -.05 楽しい―苦しい .86 -.10
あたたかい―つめたい .82 -.10 おもしろい―つまらない .82 .03
明るい―暗い .78 .00 あたたかい―つめたい .79 -.07
すきな―きらいな .76 .05 すきな―きらいな .78 .01
おもしろい―つまらない .76 .09 充実した―空虚な .70 .13
にぎやかな―さびしい .62 .02 明るい―暗い .68 .10
充実した―空虚な .58 .26 家庭的な―非家庭的な .67 .02
家庭的な―非家庭的な .58 .06 にぎやかな―さびしい .65 .08
自由な―きゅうくつな .56 -.21 自由な―きゅうくつな .64 -.10
青年の認知する父親の 美しい―みにくい .45 .09
非能力的イメージ(α=.78) 青年の認知する母親の持つ父親の
はっきりした―ぼんやりした -.12 .76 非能力的イメージ(α=.72)
にぶい―するどい(逆転項目） .15 -.75 はやい―おそい -.08 .90
すぐれた―おとった .13 .65 はっきりした―ぼんやりした .03 .67
はやい―おそい .00 .59 にぶい―するどい(逆転項目） -.02 -.51
弱い―強い(逆転項目） -.08 -.52 弱い―強い(逆転項目） -.09 -.41





Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
青年の認知する母親の 青年の認知する父親の持つ母親の
非好意的イメージ(α=.82) 非好意的イメージ(α=.87)
すきな―きらいな .75 -.09 楽しい―苦しい .93 -.03
あたたかい―つめたい .74 -.25 明るい―暗い .83 .07
楽しい―苦しい .66 .08 おもしろい―つまらない .77 -.02
おもしろい―つまらない .56 .25 すきな―きらいな .72 -.11
美しい―みにくい .52 .10 あたたかい―つめたい .60 -.09
家庭的な―非家庭的な .51 -.20 自由な―きゅうくつな .53 -.07
充実した―空虚な .50 .26 充実した―空虚な .48 .19
明るい―暗い .46 .11 美しい―みにくい .47 .26
青年の認知する母親の 青年の認知する父親の持つ母親の
非能力的イメージ(α=.75) 非能力的イメージ(α=.78)
はっきりした―ぼんやりした -.22 .87 はっきりした―ぼんやりした -.10 .87
はやい―おそい -.13 .73 はやい―おそい -.15 .70
すぐれた―おとった .34 .48 にぶい―するどい(逆転項目） .04 -.62
にぶい―するどい(逆転項目） -.13 -.47 すぐれた―おとった .20 .55
弱い―強い(逆転項目） -.13 -.50
因子間相関 .45 因子間相関 .30  
 
















Table 4 父母の結びつきと親子の結びつきとの相関 
Table4　父母の結びつきと親子の結びつきとの相関 Table5　父母の結びつきと父母のイメージとの相関
母子の結びつき 父子の結びつき
全体(N = 136) 父母の結びつき -.08 .45***
母子の結びつき - .41***

















Table 5 父母の結びつきと父母のイメージとの相関 
 
1 父母の結びつき ‐.45 *** ‐.30 *** ‐.69 *** ‐.27 *** -.02 .12 ‐.54 *** .02
2 青年の認知する父親の非好意的イメージ .36 *** .65 *** .30 *** .13 .07 .37 *** .17 *
3 青年の認知する父親の非能力的イメージ .41 *** .64 *** .04 -.07 .20 ** ‐.18 *
4 青年の認知する母親の持つ父親の非好意的イメージ .44 *** .13 -.01 .53 *** .14
5 青年の認知する母親の持つ父親の非能力的イメージ .00 ‐.20 ** .23 ** ‐.17 *
6 青年の認知する母親の非好意的イメージ .39 *** .36 *** .17 *
7 青年の認知する母親の非能力的イメージ .17 * .68 ***
8 青年の認知する父親の持つ母親の非好意的イメージ .26 ***
9 青年の認知する父親の持つ母親の非能力的イメージ
















































中程度の正の関連が見られた(r = .41 ― .64, p < .001)。
また、「青年の認知する父親の持つ母親の非好意的イメ





メージ」の間に中程度の正の関連が見られた(r = .44 
― .53, p < .001)。 
「青年の認知する母親の持つ父親の非能力的イメー
ジ」と「青年の認知する父親の持つ母親の非好意的イメ
ージ」との間に弱い正の関連が見られた(r = .23, p 
< .01)。一方で、「青年の認知する母親の持つ父親の非
能力的イメージ」、「青年の認知する母親の非能力的イメ





の正の関連が見られた(r = .36 ― .39, p < .001)。 
「青年の認知する母親の非能力的イメージ」と「青年の
認知する父親の持つ母親の非能力的イメージ」との間に
中程度の正の関連が見られた(r = .68, p < .001)。 
「青年の認知する父親の持つ母親の非好意的イメー
ジ」と「青年の認知する父親の持つ母親の非能力的イメ







行った結果(Table 6 参照)、「父子の結びつき」（F (2, 
133) = 14.27, p < .001)、「青年の認知する父親の非好
意的イメージ」(F (2, 133） = 14.44, p < .001)、「青年の
認知する父親の非能力的イメージ」(F (2, 133) = 7.01, p 
< .001)、「青年の認知する母親の持つ父親の非好意的イ
メージ」(F (2, 133) = 43.03, p < .001)、「青年の認知する
母親の持つ父親の非能力的イメージ」(F (2, 133) = 5.62, 
p < .01)、「青年の認知する父親の持つ母親の非好意的






















Table 6 父母の結びつきを群分けした一要因分散分析 
M M M
父子の結びつき 4.16 2.00 5.79 1.75 6.60 2.25 14.27 *** 高群、中群＞低群
母子の結びつき 7.81 1.79 7.52 1.60 7.40 2.05 0.51 ns
青年の認知する父親の非好意的イメージ 3.05 .96 2.51 .71 2.08 .68 14.44 *** 低群＞中群＞高群
青年の認知する父親の非能力的イメージ 3.13 .81 2.61 .82 2.46 .75 7.01 *** 低群＞中群、高群
青年の認知する母親の持つ父親の非好意的イメージ 3.51 .93 2.44 .63 1.94 .70 43.03 *** 低群＞中群＞高群
青年の認知する母親の持つ父親の非能力的イメージ 3.25 .74 2.75 .92 2.63 .77 5.62 ** 低群＞中群、高群
青年の認知する母親の非好意的イメージ 1.98 .61 2.07 .58 1.94 .60 .71 ns
青年の認知する母親の非能力的イメージ 2.33 .73 2.66 .79 2.62 .90 1.81 ns
青年の認知する父親の持つ母親の非好意的イメージ 2.60 .70 2.08 .53 1.76 .58 18.93 *** 低群＞中群＞高群
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Examining the Association of Father-Mother and Parent-Child Relationships 
in Adolescence 
 
Norimasa ITAKURA (Research Fellow of the Japan Society for the Promotion of Science, Tohoku 
University, Graduate school of education) 
Keizo HASEGAWA (Tohoku University, Graduate school of education) 
 
The purpose of this study was to examine the association of three dyadic family relationships (marital, 
father-adolescent, and mother-adolescent) in terms of the spillover and compensatory hypotheses. We measured 
dyadic cohesion and adolescence’s parental image as the index of family relationship. The research participants were 
45 men and 91 women undergraduate and graduate students. 
Results showed that marital cohesion and father-adolescent cohesion were positively correlated at significant 
level. However no significant correlation was found between marital cohesion and mother-adolescent cohesion. Also, 
no significant difference in mother-adolescent cohesion was found among the different marital cohesion groups. 
Moreover, both adolescent and mother in the low marital cohesion group assessed paternal image and mother’s 
paternal images more negatively than those in the high marital cohesion group.  
The findings of this study implied that spillover hypothesis can be applicable for father-adolescent, while, 
compensatory hypothesis can be applicable for marital, mother-adolescent. 
 
Keywords: Spillover hypothesis, Compensatory hypothesis, family relationship. 
 
